
















（Subjective Happiness: SH）・レジャー満足度（Leisure Satisfaction: LS）の関係」について，量的研
究，国際比較研究，質的研究の 3つの研究により追究した． 









従属変数，RS レベル，所得，国を独立変数とする 3 要因分散分析を行った．SH は，RS レベル・
所得の主効果が認められたが，国の主効果は認められなかった．多重比較の結果，Low ・Middle < 
High であった．LS は，RS レベルと国の主効果，RS×国，所得×国の交互作用が認められ，単純主
効果の検定から，国において，日本は Low < Middle < High，米国は，Low < Middle・Highであった
（p<.05）．国×所得は，$150,000（1500 万円）以上のみ差はなく，それ以外は日本<米国であった
（p<.05）．  
第 4 章では，経験が豊富な 19 名のスクーバダイバーを対象として半構造化インタビューを用い
てデータを収集した．SH への影響において，ダイビングの重要性・中心性に関する発話は認めら

















外の学会での口頭発表（申請者筆頭）5件，ポスター発表 1件， 競争的研究資金の獲得 3件（科
研費 1，その他 2）であることを確認した．また，合同セミナーへの出席回数が 60時間を超えてい
ることを確認した．以上から，学生について博士論文審査，最終試験とも合格と判定した． 
